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  難な場合が生じた時は、監督職員と協議する。

　５．公共建築工事標準仕様書

・本特記仕様書は、耐震改修工事について適用する。

　４．公共建築改修工事標準仕様書(国土交通大臣官房官庁営繕部監修･最新版)

(項目は、○印のついたものを使用する。)

　改修工事標準仕様書（平成２２年版）及び公共建築工事標準仕様書（平成２２年版）による。

　３．本構造特記仕様書
　２．図面
　１．現場説明書及び現場説明に対する質問回答書
・本工事における設計図書等の優先順位は、下記による。

・設計図と本構造特記仕様書の内容に疑義が生じたり、現場の納まり等で設計図によることが困

・各工事は、本特記仕様書及び設計図に基づくものとし、これらに記載のない場合は、公共建築

適用範囲１

　実施する。７日の無収縮性の確認については，データシート等で確認する。
・モルタル用の供試体は、直径50mm、高さ100mmの大きさとし、３日×３本，２８日×３本を

・圧縮強度試験については、公的機関にて行う。
・試験は１日に施工する毎に１回以上、コンシステンシー試験(Ｊ14ロートによる）を行い、

　　上、ハイブリッド耐震補強工法部はFm=60N/㎜2以上とする。

８．モルタル試験

７．本工事に用いる無収縮モルタルは、早強形特殊セメント系無収縮モルタルとしFm=30N/mm2以

　　得ること。
　　標準使用量及び流下速度については、メーカー仕様に基づき、施工計画書に明記して承認を

鉄骨ブレース新設

無収縮モルタル圧入工事９

　　供試体を採取する。

１種を工場２回塗（現場タッチアップ）とする。
３．錆止め塗料　……シアナミド鉛（JIS K5625）使用

　　　　　　　　　　社団法人　全国鐵鋼工業協会（全構協）：Ｒグレード以上

転造ボルト加工

５．鉄骨ブレース新設に用いるアンカー筋は、ナット付きとする。

全
長

L1

　※＠Pは設計図による。

鉄骨枠

＠Ｐ

＠Ｐ

既存躯体

アンカー筋　

（t=10）
エポキシ樹脂注入

10
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15010.032.019.0・19φ

溶接後の長さＬ頭高さＴ頭径Ｄ軸径ｄ呼び名
単位（mm）

４．頭付スタッド……鉄骨枠に溶接する頭付きスタッドは下表による。

３．溶接検査　　……溶接部の検査は、全体の目視検査と超音波探傷試験を行う。

　　　　　　　　　　検査基準｣により、第三者試験機関は、監督職員の承諾を受ける。
　　　　　　　　　　なお、試験の規準は、(社)日本建築学会｢鋼構造建築溶接部の超音波探傷
　　　　　　　　　　験機関による試験は、工場では３０％、工事現場溶接は全数試験とする。
　　　　　　　　　　超音波探傷試験において、工場内での自主検査は１００％とし、第三者試

６．新設するブレースは、搬入や周辺の障害物、及び建方機械の乗り入れが困難な場合を想定

　　画書を提出し監督職員の承認を得ること。
　　現地において搬入、取付けが困難な場合は、継手位置を変更する事も可とするが、施工計
　　して部材を分割した上で、あと施工アンカーや、頭付きスタッドの割付けが行われている。

２．施工図　　　……鉄骨工作原寸図に先立ち、鉄骨加工図を作成し監督職員の承認を受ける。

１．鉄骨製作工場……建築基準法第68条の26による大臣認定工場とする。

鉄骨工事10

　　　　　　　　　　株式会社　日本鉄骨評価センター又は

(参考:鉄骨設計標準図･最新版・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)溶接基準図11 13

　　（財団法人日本建築総合試験所 建築技術性能証明　第01-03号）によるものする。

２．施工仕様は、ハイブリッド耐震補強工法枠付き鉄骨ブレース設計・施工指針

ハイブリッド耐震補強工法

１．ハイブリッド耐震補強工法の施工は耐震補強システム工事グループのメンバーとする。

圧入口
モルタル

セメント系止水材

柱・梁
空気抜き

コーキングまたは

（確認孔）

水抜口 圧入口①
確認孔①

圧入口②

確認孔②

圧入口③空気抜き

　　業者の責任において、補修（再圧入）を行なう。
　　職員の承認を受けること。万一、不良箇所が生じた場合は、ただちに監督職員に報告し施工

　　ること。圧入位置及び空気抜き（確認孔）の位置は下図による。
６．空気抜き（確認孔）を設け、グラウトモルタルが空気抜き（確認孔）に出てくる事を確認す
５．圧入は、適切な圧力で中断しないように行うこと。

４．型枠は、普通合板 厚12 を原則とし、圧入の圧力に対して十分に抵抗できる剛性を持つもの
３．圧入用型枠の施工及び各部のコーキングは、圧入業者の施工とする。
　　を行なうこと。
２．コンクリート打設面のレイタンス等は、ワイヤーブラシ又は、圧縮空気により除去し水湿し

　　型枠撤去後は、施工箇所の全周について検査を行ない、打設が完全であることを確認し監督
１．モルタル圧入工事は、本工事の重要な作業工程であるため、打設には十分注意すること。

　　とする。セパレーターを用いて両側より締めつけ、モルタルの漏出のないように組立ること。

（確認孔）

・確認張力は、下表の値以上とする。
　　　　　　　　　　　　を測定する。引抜き確認強度は2001年版改修設計指針に準拠する。
・張力確認　　　　　……１日に施工されたものの各径ごとを１ロットとし、この中から３本
・接着系アンカー筋　……　全数打音確認

７．アンカー試験

・設計基準強度　　　　　Fm＝30N/mm2以上（壁増設）

　　　　　　　SD345 　規格品（D19以上）
・全般　　　　SD295A　規格品（D16以下）

・高力ボルト　　　　　　S10T 認定品（または、F10T JIS規格品）

　　　　　　　　　　　　Fm＝60N/mm2以上（ハイブリッド耐震補強工法）

・鋼材　　　　　　　　　JIS規格品　・SS400　・SM490A　・STK400　・SN400B
５．鉄骨

・コンシステンシー　　　J14ロート試験方法による。

(項目は、○印のついたものを使用する。)

・グラウト材　　　　　　早強形特殊セメント系無収縮モルタル
４．無収縮モルタル

　　　　　　　　　　　　SD345　規格品（D16以上）ナット付
・アンカー筋　　　　　　SD295A 規格品（D10,D13）ナット付
・接着系アンカー　　　　カプセル型(・有機系　・無機系）

３．接合部アンカー（柱、梁面）
　　　　　　　　　　 　（スパイラル筋は２巻以上重ねる。）

・鉄筋継手　　　　　　　重ね継ぎ手を原則とする。
・スパイラル筋　　　　SR235 （6φ）

２．鉄筋
　　　　　　　　　　　スランプ15cm以下
・捨てコンクリート　　Fc=18N/㎜2
　　　　　　　　　    とする。
　　　　　　　　　　　プラント投入とし、調合表によるセメント量の10％かつ30㎏/m3以下
・膨張性混和材　　　　ＣＳＡ系同等
・水セメント比　　　　65％ 以下
・単位セメント量　　　300kg/m3以上（膨張性混和材を含む。）
・粗骨材最大径　　　　20mm 程度
・スランプ　　　　　　18cm 以下

・コンクリートの種別　ＪＩＳ表示許可工場にて製造された、レディーミクストコンクリート
・基礎梁増打ちコンクリートは、硬化後の水分量を工程内に減ずる対策を考慮する。

１．コンクリート

構造使用材料２

・頭付きスタッド　　　　JIS規格品

　　監督職員の承認を受けた場合に限り材料検査を省略することができる。

　　定する。
　　１構面当り下記数を基本とするが、試験回数は施工計画書を提出し監督職員との協議の上決

・無収縮モルタル　:圧縮強度試験及び流下速度　　(9.8による)

(項目は、○印のついたものを使用する。)

・鉄骨　　　　　　:超音波探傷試験（突き合わせ溶接部）　　　

・あと施工ｱﾝｶｰ　　:張力確認　　　　　　　　　　(6.7による)
　　　　　　　　　:品質検査　　　　　　　　　　　　　　　　
・コンクリート　　:圧縮強度試験　　　　　　　　(8.6による)

２．下記の材料は、関連仕様書に基づき試験を行い、報告書を提出すること。

１．規格品でＪＩＳ表示のあるもの。または、メーカーが保証する検査証明書のある材料でかつ

材料試験３

　　先だち施工計画書を作成し、監督職員の承諾を得てから実施する。

１．補強工事は、既存の構造体に対して部材を増設する事によって耐震性の向上及び構造の改善

　　（２）既存コンクリートとの一体化を図る。
　　（１）既存寸法、階高寸法その他は、実測による。
　　特に次の点には充分注意する。

　　相当異なる面がある。よって、設計の主旨が充分に実現される様な工法を選び、工事着手に
　　また、この工法は、限られた場所で行なわれるもので、一般の建築工事とは施工方法などが
　　を図るもので、既存躯体との接合がきわめて重要である。

施工計画４

　　ジャンカや著しく脆弱な場合には、監督職員に報告し対応について指示を受けること。

３．接着系アンカーの埋込み長さ、定着長さ、ピッチ及び配置は図面による。
　　ル径は、アンカー径に適合したものとする。
２．接着系アンカーは、使用実績も多く信頼性の高いものを用いること。又、コンクリートドリ
１．アンカー打設は、社団法人　日本建築あと施工アンカー協会(JCAA)の有資格者とする。

アンカー工事６

　　して目荒しを行う。)
　　にわたってつける。（増打ち壁増設の場合の既存壁には、打継ぎ面の10～15％程度を目安と
　　(最大で5～7㎜)程度の凹面を、合計が打継ぎ面の15～30％程度の面積以上となるように全体
　　を用いること。又、既存躯体面の目荒しは、主に電気ピック等を用いて、平均深さで2～5㎜
　　分の保護を図ること。既存コンクリートの撤去は、原則として油圧式のハンドクラッシャー
２．コンクリート及び塗り仕上げを部分的に撤去する場合は、カッター等で切込みを付け既存部

　　の部分をいためない様に充分注意すること。
４．仕上げ，躯体コンクリート及び設備配管などの撤去に際しては必要最小限の範囲とし、残り

３．接合部の粉塵及びはつり殻は、入念な清掃及び水洗いを行うこと。躯体コンクリート面が、

１．仮設足場等は、作業に応じて設けるものとし、施工性の向上と安全性を確保すること。

５ 解体・撤去

Fm60
無収縮ﾓﾙﾀﾙ

20 20

ブレース幅

22
2

軸筋

（　 +　 ）
割りフープ

１．標準配筋要領図

・JIS工場による規格コンクリートについては，試し練りを省略可とする。

４．膨張性混和材は、使用する場合、下記の製品及び同等品以上とし、プラント投入とする。

　強度試験として現場水中養生２８日×３本とする。
　150m3ごと及びその端数につき１回以上、管理試験として標準養生２８日×３本とする。

・型枠存置期間：４日～７日（監督職員との協議により決定すること。）

塩化物イオン量　kg/m3

4.5±1.5

空気量　％

18±2.5

スランプ　cm

0.3以下

・品質は下記による。

・圧縮強度試験は、コンクリートの調合が異なるごとに、１日１回以上、かつ、コンクリート

６．コンクリートの強度試験
　こと。
・外部の打増し範囲，面木及びスリーブの取付けは、他の業者と打合せを行い施工図に明記する

・無収縮モルタル部：屋内・屋外とも普通合板 厚12を標準とする。
・コンクリート部：屋内（普通），屋外（打放）厚12を標準とする。

５．型枠

　　膨張性混和材の使用量は、調合表によるセメント量の10％かつ30kg/m3以下とする。

　　程度で打ち止める。(壁の場合）
３．コンクリートの打設時は、バイブレーター等を用いて密実なコンクリートとし、梁下200㎜
　　ートを打設する。
２．コンクリートの打設は、型枠頭部の横に連続性のあるアサガオ型の投入口を設け、コンクリ
１．コンクリート打設前に粉塵・はつり殻等を清掃し、数日前から充分に水湿しを行なう。

８ コンクリート工事

・試験は、公的機関で実施する。

　　　　・小　野　田　㈱   ･･････ 小野田エクスパン

　　　　・太平洋セメント㈱ ･･････ アサノジプカル
　　　　・電気化学工業㈱   ･･････ デンカＣＳＡ♯２０

　　セメント量は、セメント及び膨張性混和材の使用量の合計とする。

鉄筋工事７
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④③②
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記号

　余盛りは（1＋0.1S）以下とする。
・tはt1、t2の小さい方とする。
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f≧0.5mm,ただし　　

※鉄骨の製作精度については、JASS6 付則 6に従う。
※開先形状の各部寸法、溶接姿勢等の表示についてはJASS6 付則 5に従う。
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割りフープ D10

無収縮モルタル
Fm60

＠ ＠ ＠ ＠

割裂補強筋

スタッドボルト グラウトモルタル圧入
2）

エポキシ樹脂注入

（Fm=60N/mm

割りフープ

割りフープ・スタッドボルト関係図

（躯体コンクリートFc=20.6N/m㎡）

確認張力アンカー筋

D19 L1=152mm( 8da)28kN

備　　考

12≦ｔ６＜ｔ＜12t≦6板厚

t2

t/4

25mm以上

6

6

35°ｔ

ｔ
2

25mm以上

裏
当
金

t2

t/4

25mm以上

9

9

35°

スカラップ 　※ブレース主材、枠材、ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ

　についてはﾉﾝｽｶﾗｯﾌﾟとする。
板厚が異なるとき

決定する。　　　　　 
かとし、監督職員の承認を受けて

督職員の承認を得ること。    

・ノンスカラップ工法を採用する場

・スカラップの形状は上図のいずれ
4＜h

5以上
1 h

にする。　　　　　
 先部分で薄い方の材と同一の高さ

・厚い方の材をテーパー加工し、開

 の材へ滑らかに移行するように溶
接する。　　　　　　　　　　

・溶接表面が薄い方の材から厚い方

h≦4
h

合には施工計画書に明記の上、監

r=10～20

 r=10

r=35
または、

角度は、溶接規準図参照

エンドタブと裏当金

t≧15mmのときは4mmとする。

　　監督職員の承認を得ること。

　る。
①裏あて金の材質は、母材と同質材料とし厚さは手溶接で６㎜、半自動溶接で９㎜以上とす

・裏あて金

　※プレス鋼鈑・固形タブ等の使用については資料を提出し、
③特記のない場合は溶接終了後、母材より５㎜程度残し切断してグラインダー仕上げとする。
②エンドタブの材質は、母材と同質とする。
　ける。
①突け合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブをとりつ

・エンドタブ

エンドタブ

ｔ

裏あて金

35mm以上
かつ2t以上

25mm
以上

6～12

　　書を提出して、監督職員の承認を得ること。

　　こと。
３．鉄筋コンクリートの壁及び鉄骨ブレースを設置する柱は、これらに先立ち躯体補修等を行う
　　充分注意すること。
２．施工にあたっては、材料の保管場所を限定するとともに消火器を設置し、換気及び火気には

　　品及び同等品以上とし、業者選定後、製品の品質・規格・使用方法などをまとめた施工計画
１．ひび割れ等のある柱、梁のエポキシ樹脂注入（低圧注入工法）は、下記に示すメーカーの製

柱、梁の補修要領12

505                 

ﾎﾞﾝﾄﾞはくりｼｰﾙ1もしくはﾎﾞﾝﾄﾞｸｲｯｸﾒﾝﾀﾞｰ

トーホーダイト S930          

JB-2もしくは汎用パテ・シール材    

551        

E206S       

JB-23　　　 

シール用パテ材の種別

トーホーダイト CP-30

注入ｴﾎﾟｷｼ樹脂の種類

アサヒボンド㈱

コニシ㈱

㈱東邦ｱｰｽﾃｯｸ

アイカ工業㈱

会社名

へりあき（2.5da以上かつ主筋の内側）

ゲージ（チドリ：4da以上）

ピッチ（7.5da以上かつ30cm以下）はしあき(5da以上)

   　 （ダブル：5.5da以上）

　　績表により確認し、監督職員の承認を受けること。

　　う。
　　このため、既存躯体を部分的に斫り、補強筋などにより土間スラブと基礎梁との一体化を行
６．１階部分では、土間スラブと基礎梁が一体化されていないことが予想される。
　　のモルタルにて補修すること。
　　等を用いて確認すること。鉄筋等に当り埋込み長さが不足したものは、不良孔とし無収縮性
５．穴開けに先立ち、増設部分の既存柱・梁において、主筋，肋筋及び帯筋の位置を鉄筋探査機
　　※埋め込み深さが10da以上の場合は、樹脂容量が適合するカプセルを選定する。

４．本工事に用いる接着系アンカーは、有機系カプセル型とし、品質及び性能については試験成

グラウトモルタル圧入
2）

鉄骨枠

スタッドボルト
セパレーター
コンパネ

サンギ

アンカー

グラウトモルタル圧入概要図

（Fm=60N/mm

単位試験項目 試験条件 規格値 試験方法

硬化物比重

可使時間

粘　度

引張強さ

引張せん断接着強さ

曲げ強さ

圧縮降伏強さ

圧縮弾性系係数

－

分

mPa･s

N/mm2

20℃ 7日

5℃ or

20℃

20℃ 7日

1.2±0.1

30以上

3000以下

20以上

10以上

35以上

65以上

1500以上

JIS K 7112

温度上昇法

JIS K 6833

JIS K 7113

JIS K 6850

JIS K 7203

JIS K 7208

３．本工事に用いる接着用エポキシ樹脂は、下記に示した規格に適合し、製造日から６ヶ月

　　以内のものとする。

・設計基準強度　　　　全階 Fc＝24(21+3)N/mm2（温度補正値を考慮する。）

練馬区立東京中高年齢労働者福祉センター
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耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

０１

図 面 番 号

Ｓ

平成　２５　年　３　月

構造特記仕様書(しゅん功図)

昇和・春日建設共同企業体施　工
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※特記なき壁は　W15とする
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・鉄骨ブレース補強

・RC増設壁補強

< 凡例 >
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4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

40,500

特記事項

コンクリート壁を示し、特記なき限り　W150

コンクリートブロック壁を示し、厚さについては意匠図参照

スラブ　梁の一般よりの下りを示す　1FL -300

基礎の一般よりの下り示す　FL-1400（基礎上端）

基礎の一般よりの下り示す　FL-1200（基礎上端）

基礎・地中梁の一般よりの下りを示す　基礎　FL-1200（基礎上端）

基礎・地中梁の一般よりの下りを示す　地中梁　FL-600

特記なきスラブは土間コン　DS-1とする

　　　　杭先端　ＢＭ -12,000
　　　　支持層　砂礫層
　　　　杭基礎　アースドリル工法による現場施工杭

  　　　　  　　　SD35(D19,D22,D25)
基　礎

鉄　　　　筋　　　SD30(D10,D13,D16)
コンクリート　　　Fc=210 ㎏/㎝2

既存部を示す。
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耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

０２

図 面 番 号

Ｓ

X9 X10

4,500

BR*

RCW*

コンクリートカッター入れ
・土間スラブt130W=600撤去（砕石t150共）

・CB壁・RC壁撤去済み

「内装撤去工事」にて撤去済み。「本工

事」にて補強・補修とする。その他の床

補修・補強位置は意匠図による。

・新設開口

施　工 昇和・春日建設共同企業体

平成　２５　年　３　月

基礎伏図(しゅん功図)



スラブ　梁上端よりFL -100

スラブ　梁上端よりFL +2600

スラブ　梁上端よりFL -250

スラブ　梁上端よりFL -285

スラブ　梁上端よりFL -95
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２階床伏図
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耐震補強および大規模改修工事

平成　２４　年　２　月

工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

０３

図 面 番 号

Ｓ

既存部を示す。

・鉄骨ブレース補強

・RC増設壁補強

< 凡例 >

BR*

RCW*

コンクリートカッター入れ
・土間スラブt130W=600撤去（砕石t150共）

・CB壁・RC壁撤去済み

「内装撤去工事」にて撤去済み。「本工

事」にて補強・補修とする。その他の床

補修・補強位置は意匠図による。

・新設開口

施　工 昇和・春日建設共同企業体
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耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

０４

図 面 番 号

Ｓ

4,500

4,500

5
,
5
0
0

・鉄骨ブレース補強

・RC増設壁補強

< 凡例 >

BR*

RCW*

コンクリートカッター入れ
・土間スラブt130W=600撤去（砕石t150共）

・CB壁・RC壁撤去済み

「内装撤去工事」にて撤去済み。「本工

事」にて補強・補修とする。その他の床

補修・補強位置は意匠図による。

・新設開口

施　工 昇和・春日建設共同企業体

平成　２５　年　３　月

３階床伏図(しゅん功図)
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耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

０５

図 面 番 号

Ｓ

4,500

B
-
B

B
-
B

B
-
B

B
-
B

・鉄骨ブレース補強

・RC増設壁補強

< 凡例 >

BR*

RCW*

コンクリートカッター入れ
・土間スラブt130W=600撤去（砕石t150共）

・CB壁・RC壁撤去済み

「内装撤去工事」にて撤去済み。「本工

事」にて補強・補修とする。その他の床

補修・補強位置は意匠図による。

・新設開口

屋根伏図(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

施　工 昇和・春日建設共同企業体
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※特記なき壁は　W15とする

< 凡例 >

練馬区立東京中高年齢労働者福祉センター

1/200

耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

０６

図 面 番 号

Ｓ

1,500

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

40,500

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

40,500

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

40,500

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

40,500

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

27,000

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

新設開口

・既存壁開口

・新設開口

新設開口

1,196

・CB壁・RC壁撤去済み

CB CB

軸組図－１(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

施　工 昇和・春日建設共同企業体
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耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

０７

図 面 番 号

Ｓ

7,500 5,500 5,500 15,000

33,500

7,500 5,500 5,500 15,000

33,500

7,500 5,500 5,500 15,000 3,000

33,500

7,500 5,500 5,500 15,000 3,000
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7,500 5,500 5,500 15,000

33,500

3,000

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

・RC増設壁補強

・既存壁開口

RCW*

< 凡例 >

・CB壁・RC壁撤去済み

※特記なき壁は　W15とする
軸組図－２(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

昇和・春日建設共同企業体施　工
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※特記なき壁は　W15とする

RCW1
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耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

０８

図 面 番 号

Ｓ

7,500 5,500 5,500 15,000

33,500

7,500 5,500 5,500 15,000

33,500

7,500 5,500 5,500

18,500

7,500 5,500 5,500

18,500

7,500 5,500 5,500

18,500

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

Y1 Y2 Y3 Y4

Y1 Y2 Y3 Y4

Y1 Y2 Y3 Y4

・鉄骨ブレース補強

・RC増設壁補強

・既存壁開口

RCW*

BR*

2
,
1
0
0

3,215
1,000

1,470 1,060 1,420 3502,460350

< 凡例 >

・CB壁・RC壁撤去済み

軸組図－３(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

施　工 昇和・春日建設共同企業体
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９－Ｄ１３

特記なき、スタラップはＤ10＠150とする

特記なき、巾止筋は9φ1000以下とする

特記なき、腹筋は2-D10とする

特記事項

基礎リスト
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Ｄ１０＠３００

Ｄ１０＠３００

Ｄ１０＠３００

１４－Ｄ１９
１５－Ｄ１６

Ｄ１０＠３００

Ｄ１０＠３００

Ｄ１０＠３００

Ｄ１０＠３００

Ｄ１０＠３００

Ｄ１０＠３００

Ｆ－８
２－φ１０００

１
４

－
Ｄ
１

９

２
,
１

０
０

５
０

０
１

,
５

０
０

１
０

０
１

０
０

５
０

地中梁下端

３,６００

８００１,０００１,０００８００

３００３００

１
,
９

０
０

９
５
０

９
５

０

１
,
９

０
０

９
５
０

９
５

０

２
,
０

０
０

１
,
０

０
０

１
,
０

０
０

５
０

ＧＬ

２,０００

１,０００１,０００

３００３００

９
－

Ｄ
１
３

９－Ｄ１３

１
０

０
１

０
０

１
,
３

０
０

７
０

０

２
,
１

０
０

５
０
５
０

ＧＬ

地中梁下端

１－φ１４００
Ｆ－７

１,９００

９５０９５０

３００１,３００３００

９
－

Ｄ
１
３

Ｆ－６
１－φ１３００

地中梁下端

ＧＬ

５
０

５
０

２
,
１

０
０

７
０

０
１

,
３

０
０

１
０

０
１

０
０

１,８００

９００９００

３００ ３００

１
,
８

０
０

９
０
０

９
０
０

８
－

Ｄ
１
３

地中梁下端

ＧＬ
５
０

５
０

２
,
１

０
０

７
０

０
１

,
３

０
０

１
０

０
１

０
０

１－φ１２００
Ｆ－５

８
－

Ｄ
１
３

１,７００

８５０８５０

３００ ３００

１,６００

８００８００

３００１,３００３００

１
,
７

０
０

８
５

０
８

５
０

地中梁下端

ＧＬ

５
０

５
０

２
,
１

０
０

７
０

０
１

,
３

０
０

１
０

０
１

０
０

１－φ１１００
Ｆ－４

１
,
６

０
０

８
０

０
８

０
０

１－φ１０００

地中梁下端

ＧＬ

５
０

５
０

２
,
１

０
０

７
０

０
１

,
３

０
０

１
０

０
１

０
０

１
,
５

０
０

７
５

０
７

５
０

Ｆ－３

１－φ９００

７
－

Ｄ
１
３

Ｆ－２Ｆ－１

７
－
Ｄ
１

３

７－Ｄ１３

６
－
Ｄ
１

３

１
,
４

０
０ ７

０
０

７
０
０

７
０
０

地中梁下端 地中梁下端

ＧＬ

５
０

５
０

２
,
１

０
０

７
０

０
１

,
３
０

０
１
０

０
１

０
０

ＧＬ

６－Ｄ１３

１,４００

７００７００

３００３００

１－φ８００

５
０

５
０

２
,
１

０
０

７
０

０
１

,
３
０

０
１
０

０
１

０
０

地中梁リスト

ＦＢ－３

２－Ｄ１０

３５０

７
５

０
５

０
５

０

Ｄ１０＠２００

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

１
０
０

ＧＬ

全断面

９
０
０

５
０

３５０

４－Ｄ１０

Ｄ１０＠２００

ＦＢ－２

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

１
０
０

５
０

ＧＬ

全断面

（）内寸法は、ＦＢ－１Ａを示す

（
１
,
５
８

０
）

３００

Ｄ１３＠２００

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

ＦＢ－１（Ａ）

１
０
０

１
,
０
０
０

５
０
５

０

ＧＬ

４－Ｄ１３

全断面

１
０
０

１
,
０
０
０

５
０
５

０

４００

断　　面

ＧＬ

４－Ｄ１３

Ｄ１３＠２５０

３－Ｄ２５

５－Ｄ２５

ＦＧＫ－２

全断面

Ｄ１３＠２００

４－Ｄ２５

７－Ｄ２５

１
,
６
０
０

５
０
０

１
,
１
０

０
５

０ ５
０

ＧＬ

ＦＧＫ－１

４００

６－Ｄ１３

全断面

６－Ｄ２２

４－Ｄ２２

６－Ｄ１３

Ｄ１３＠２５０

端　部 中　央

ＦＧ－２

５
０
０ ＧＬ

５
０
５

０

４００

１
,
８

０
０

４－Ｄ２２

４－Ｄ２２

ＧＬ

５
０
５

０

ＦＧ－１

４００

１
０
０

１
,
８

０
０

６－Ｄ１３

Ｄ１３＠２５０

４－Ｄ２２

４－Ｄ２２

全断面

腹　　　筋

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

位　　　置

符　　　号

2,
1
00
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大梁リスト　１

特記なき、スタラップはＤ10＠150とする

特記なき、巾止筋は9φ1000以下とする

特記なき、腹筋は2-D10とする

特記事項

Ｄ１０＠１５０（Ｄ１３＠２５０）

腹筋　4-D10

Ｄ１０＠１５０（Ｄ１３＠１２５）

３－Ｄ２５

７－Ｄ２５

Ｘ７通外端

（）内のスタラップはＧ－５Ａ

６－Ｄ２２

４－Ｄ２２

Ｇ－６

端　部

４－Ｄ２２

８
５
０

４００

４－Ｄ２２

中　央

３－Ｄ２２

３－Ｄ２２

Ｇ－５（Ａ）

端　部

４－Ｄ２２

８
５
０

４００

４－Ｄ２２

中　央

Ｄ１３＠２００

Ｇ－４

７－Ｄ２２

６－Ｄ２２

４－Ｄ２２８－Ｄ２２

内　端外　端

８
５
０

４００

４－Ｄ２２４－Ｄ２２

中　央

７－Ｄ２２６－Ｄ２２

Ｇ－３

Ｘ７通端 Ｘ８通端

８
５
０

４００

４－Ｄ２２

３－Ｄ２２

４－Ｄ２２４－Ｄ２２

中　央

４－Ｄ２２４－Ｄ２２４－Ｄ２２

７－Ｄ２２４－Ｄ２２４－Ｄ２２

内　端外　端 中　央

４００

８
０
０

Ｇ－１１（Ａ）

Ｄ１３＠２００

４－Ｄ２２７－Ｄ２２４－Ｄ２２３－Ｄ２２ ３－Ｄ２２３－Ｄ２２

４－Ｄ２２４－Ｄ２２７－Ｄ２２３－Ｄ２２５－Ｄ２２ ３－Ｄ２２

内　端外　端 中　央Ｙ３通端Ｙ２通端 中　央

９
０
０

４００４００

８
０
０

Ｇ－１０Ｇ－９

３－Ｄ２２３－Ｄ２２

３－Ｄ２２ ３－Ｄ２２

９
０
０

４００

中　央端　部

Ｇ－６

３－Ｄ２２３－Ｄ２２

３－Ｄ２２ ３－Ｄ２２

４００

８
０

０

中　央端　部

Ｇ－５

Ｄ１３＠２００

３－Ｄ２５６－Ｄ２５３－Ｄ２５

５－Ｄ２５３－Ｄ２５７－Ｄ２５

４００

８
０

０

外　端内　端 中　央

Ｇ－４

３－Ｄ２２３－Ｄ２２

３－Ｄ２２ ３－Ｄ２２

４００

８
０

０

Ｘ８通端Ｘ７通端 中　央

Ｇ－３

４－Ｄ２２４－Ｄ２２

６－Ｄ２２

８
５
０

４００

３－Ｄ２２

中　央端　部

Ｇ－２

４－Ｄ２２ ３－Ｄ２２３－Ｄ２２

５－Ｄ２２４－Ｄ２２ ３－Ｄ２２

Ｙ３通内端Ｙ２通外端 中　央

４００

８
０
０

Ｇ－８

５－Ｄ２２３－Ｄ２２

７－Ｄ２２ ３－Ｄ２２

４００

８
０

０

中　央端　部

Ｇ－２

Ｘ６通外端 Ｘ５通内端

８
５
０

４００

６－Ｄ２２

４－Ｄ２２

３－Ｄ２２４－Ｄ２２

Ｇ－１

４－Ｄ２２４－Ｄ２２

中　央

６－Ｄ２２ ４－Ｄ２２４－Ｄ２２

７－Ｄ２２５－Ｄ２２ ４－Ｄ２２

９
０
０

４００

中　央外　端 外　端

Ｇ－１２

4－Ｄ２２６－Ｄ２２３－Ｄ２２

５－Ｄ２２ ７－Ｄ２２３－Ｄ２２

外　端 中　央 外　端

４００

８
０
０

Ｇ－７

３－Ｄ２２３－Ｄ２２ ３－Ｄ２２

７－Ｄ２２３－Ｄ２２３－Ｄ２２

４００

８
０

０

中　央 Ｘ５通内端

Ｇ－１

３　　階

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

符　　　号

位　　　置

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

Ｒ　　階

符　　　号

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

位　　　置

Ｒ　　階

符　　　号

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

Ｒ　　階

位　　　置

符　　　号

位　　　置
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大梁リスト　２

    2-D13
腹筋 4-D10

腹筋　4-D10

Ｘ９通端Ｘ７通端

Ｄ１３＠２００

４－Ｄ２５

５－Ｄ２５

２　　階

腹筋　4-D10

端　部

Ｇ－６

Ｄ１０＠１５０

５－Ｄ２２

５－Ｄ２２

３－Ｄ２２

中　央

９
５
０

４００

３－Ｄ２２

５－Ｄ２２

Ｇ－５

７－Ｄ２２

４－Ｄ２２

内　端外　端

Ｄ１３＠２００

８－Ｄ２２

４－Ｄ２２

４－Ｄ２２

中　央

９
５
０

４００

Ｄ１３＠２００

８－Ｄ２２

４－Ｄ２２４－Ｄ２２

５－Ｄ２２

Ｘ８通端Ｘ７通端

Ｇ－４

４－Ｄ２２

５－Ｄ２２

腹筋　4-D10

中　央

９
５
０

４００

５－Ｄ２２４－Ｄ２２

５－Ｄ２２５－Ｄ２２

７－Ｄ２２

Ｘ７通端Ｘ５通端

Ｇ－３

腹筋　4-D10

５－Ｄ２２

中　央

９
５
０

４００
腹筋　4-D10

５－Ｄ２２

４－Ｄ２２

５－Ｄ２２

７－Ｄ２２

端　部

Ｇ－２

中　央

９
５
０

４００
腹筋　4-D10

Ｄ１３＠１５０

５－Ｄ２２

７－Ｄ２２

３－Ｄ２２６－Ｄ２２

６－Ｄ２２

中　央 内　端外　端

９
５
０

Ｇ－１

４００

３－Ｄ２２

腹筋　2-D25

３
０
０

５００

３－Ｄ２５

全断面

Ｇ－２５

Ｄ１３＠２００

３－Ｄ２５

Ｇ－２４

Ｄ１３＠２５０

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５６－Ｄ２５

端　部 中　央

４－Ｄ２５

８
５
０

４００

Ｄ１３＠２００

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５６－Ｄ２５

端　部

Ｇ－２３

中　央

４－Ｄ２５

８
５
０

４００

Ｇ－２２

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５４－Ｄ２５

Ｙ４通端Ｙ３通端

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

中　央

４－Ｄ２５
８
５
０

４００

Ｙ３通端Ｙ２通端

４－Ｄ２５

Ｇ－２１

４－Ｄ２５

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５６－Ｄ２５

中　央

４－Ｄ２５

８
５
０

４００

３－Ｄ２５

４－Ｄ２５

端　部

Ｇ－２０

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

中　央

８
５
０

４００

３－Ｄ２５

４－Ｄ２５３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

Ｇ－１９

４－Ｄ２５

８
５
０

４００

内　端中　央外　端

Ｄ１３＠２００

８－Ｄ２５

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

６－Ｄ２５

５００

１
,
２
５

０

内　端外　端

Ｇ－１８

４－Ｄ２５

８－Ｄ２５

中　央

３－Ｄ２５

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

８－Ｄ２５

６－Ｄ２５

４－Ｄ２５

Ｙ４通端Ｙ３通端

Ｇ－１７

中　央

８
５
０

４００

３－Ｄ２５

４－Ｄ２５

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５６－Ｄ２５

Ｇ－１６

Ｙ３通端Ｙ２通端 中　央

４－Ｄ２５

８
５
０

４００

Ｄ１３＠１５０

６－Ｄ２５

４－Ｄ２５

５－Ｄ２５

Ｇ－１５

内　端中　央外　端

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

８
５
０

４００

腹筋　4-D10 2-D13 

Ｄ１３＠２００

８－Ｄ２５

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

６－Ｄ２５

中　央端　部

Ｇ－１４

５００

１
,
２
５
０

全断面

Ｇ－１３

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

８
５
０

４００

Ｄ１３＠２００

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

全断面

Ｇ－１２

５００

１
,
２
５
０

６
５
０

３５０

Ｄ１０＠２００

全断面

Ｇ－１１

３－Ｄ２２

３－Ｄ２２

Ｇ－１０

４－Ｄ２２

４－Ｄ２２

４－Ｄ２２

３－Ｄ２２

４－Ｄ２２

７－Ｄ２２

８
５
０

４００

中　央中　央端　部

６－Ｄ２２

７－Ｄ２２

Ｇ－９

４－Ｄ２２

８
５
０

４００

４－Ｄ２２

内　端中　央外　端

４－Ｄ２５

５－Ｄ２５

８－Ｄ２５

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

Ｇ－８

８
５
０

４００

８
５
０

４００

４－Ｄ２２４－Ｄ２２

４－Ｄ２２

Ｘ８通端Ｘ７通端

Ｇ－７

３－Ｄ２２

中　央

３　　階

３　　階

３　　階

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

符　　　号

位　　　置

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

符　　　号

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

位　　　置

符　　　号

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

位　　　置

符　　　号

位　　　置

特記なき、スタラップはＤ10＠150とする

特記なき、巾止筋は9φ1000以下とする

特記なき、腹筋は2-D10とする

特記事項

練馬区立東京中高年齢労働者福祉センター

1/40

耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

１１

図 面 番 号

Ｓ

大梁リスト－２（既設）(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

昇和・春日建設共同企業体施　工



大梁リスト　３

４－Ｄ２５

６－Ｄ２５

内　端外　端

Ｇ－２１Ｇ－２０

６－Ｄ２５

４－Ｄ２５４－Ｄ２５

Ｙ３通端Ｙ２通端

Ｄ１３＠１５０

４－Ｄ２５

６－Ｄ２５

４－Ｄ２５４－Ｄ２５

６－Ｄ２５

Ｇ－１９

内　端外　端

３－Ｄ２５３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

腹筋　4-D10

３－Ｄ２５

中　央

９
５
０

４００
腹筋　4-D10

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

３－Ｄ２５

中　央

９
５
０

４００
腹筋　4-D10

３－Ｄ２５

中　央

９
５
０

４００

腹筋　4-D10

（）内スタラップは、Ｇ１６Ａを示す

５－Ｄ２２

３－Ｄ２５３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

Ｙ４通端Ｙ３通端

Ｇ－１８

腹筋　4-D10

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

３－Ｄ２５

中　央

９
５
０

４００
腹筋　4-D10

３－Ｄ２５５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

Ｄ１３＠１５０

Ｇ－１７

端　部

３－Ｄ２５

中　央

９
５
０

４００

Ｄ１３＠２００（Ｄ１３＠１００）

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５４－Ｄ２５６－Ｄ２５

６－Ｄ２５

内　端外　端

Ｇ－１６（Ａ）

３－Ｄ２５

中　央

９
５

０

４００

４－Ｄ２５

３－Ｄ２５

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

Ｇ－１５

腹筋　4-D10

端　部 中　央

９
５
０

４００

腹筋　4-D25 腹筋　4-D25

Ｇ－１４

Ｄ１０＠１００

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

端　部 中　央

室外側 室外側室内側室内側

６
５
０

７５０

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

５－Ｄ２５

Ｙ３通内端Ｙ４通外端

Ｇ－１３

Ｄ１３＠１５０

腹筋　4-D10

中　央

９
５

０

４００

Ｄ１０＠２００

３－Ｄ２２

３－Ｄ２２

３００

６
５

０

全断面

Ｇ－１２Ｇ－１１

Ｄ１３＠１５０

５－Ｄ２２

６－Ｄ２２ ３－Ｄ２２

３－Ｄ２２６－Ｄ２２

内　端外　端

５－Ｄ２２

腹筋　4-D10

中　央

９
５

０

４００

Ｄ１３＠１２５

３－Ｄ２２

３－Ｄ２２６－Ｄ２２

内　端外　端

Ｇ－１０

５－Ｄ２２

８－Ｄ２２

５－Ｄ２２

腹筋　4-D10

中　央

９
５
０

４００
腹筋　4-D10

Ｄ１３＠１５０

４－Ｄ２２

Ｇ－９

４－Ｄ２２８－Ｄ２２

端　部

５－Ｄ２２

中　央

９
５
０

４００
腹筋　4-D10

Ｄ１３＠２００

６－Ｄ２２

４－Ｄ２２８－Ｄ２２

端　部

Ｇ－８

５－Ｄ２２

中　央

９
５
０

４００

Ｄ１３＠１５０

５－Ｄ２２

Ｘ３通端Ｘ２通端

Ｇ－７

８－Ｄ２２

４－Ｄ２２

４－Ｄ２２

５－Ｄ２２

腹筋　4-D10

中　央

９
５
０

４００
腹筋　4-D10

端　部

Ｄ１３＠１５０

Ｇ－６Ｂ

５－Ｄ２２

５－Ｄ２２

３－Ｄ２２

中　央

９
５
０

４００

３－Ｄ２２

腹筋　4-D10

端　部

Ｄ１３＠２５０

Ｇ－６Ａ

５－Ｄ２２

５－Ｄ２２

３－Ｄ２２

中　央

９
５
０

４００

３－Ｄ２２

２　　階

２　　階

２　　階

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

符　　　号

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

位　　　置

符　　　号

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

位　　　置

符　　　号

位　　　置

特記なき、スタラップはＤ10＠150とする

特記なき、巾止筋は9φ1000以下とする

特記なき、腹筋は2-D10とする

特記事項

練馬区立東京中高年齢労働者福祉センター

1/40

耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

１２

図 面 番 号

Ｓ

大梁リスト－３（既設）(しゅん功図)

施　工 昇和・春日建設共同企業体

平成　２５　年　３　月



特記なき、巾止筋は9φ600以下とする

特記なき、腹筋は2-D19とする

２－Ｄ１９

２－Ｄ１９

Ｄ１０＠２００

３－Ｄ１９ ３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０

２－Ｄ１９

２－Ｄ１９

Ｄ１０＠２００

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０

５－Ｄ１９３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０

２－Ｄ１９

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

６－Ｄ１９

３－Ｄ１９

６－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０

６－Ｄ１９

４－Ｄ１９

４－Ｄ１９

７－Ｄ１９

４－Ｄ１９

７－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０

５－Ｄ１９

４－Ｄ１９

３－Ｄ１９

４－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０

４－Ｄ１９

６－Ｄ１９

５－Ｄ１９

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

２５０

６
０

０

３５０３５０３５０３５０

Ｄ１０＠２００

４－Ｄ１９４－Ｄ１９

ＢＫ－４

７
５
０

３－Ｄ１９３－Ｄ１９

５
０
０

先　端固定端

３５０

Ｄ１０＠１５０

６－Ｄ１９６－Ｄ１９

７
５
０

ＢＫ－３

３－Ｄ１９３－Ｄ１９

５
０
０

先　端固定端

３５０

Ｄ１０＠２００

３－Ｄ１９

４－Ｄ１９

３－Ｄ１９

４－Ｄ１９

ＢＫ－２ＢＫ－１

５
０
０

６
０
０

先　端固定端

３５０

５
０
０

Ｄ１０＠１５０

４－Ｄ１９４－Ｄ１９

６－Ｄ１９６－Ｄ１９

６
０
０

先　端固定端

３５０

全断面

Ｂ－Ｄ

断　　面

断　　面

断　　面

断　　面

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

５
０
０

Ｂ－Ｃ

３
０
０

Ｂ－Ｂ

３００３００

６
０
０

３００

全断面

Ｄ１０＠２００

全断面

Ｂ－Ａ

全断面

腹筋４－Ｄ１０とする

（）内寸法は、Ｂ１９Ａを示し、

（
９
０
０
）

Ｂ－１９（Ａ）

４－Ｄ１９

Ｘ１０・Ｙ２通端Ｘ８・Ｙ１通端Ｘ８通端Ｘ７通端

Ｂ－１８

Ｘ７通端Ｘ５通端

Ｂ－１７

Ｘ５通端Ｘ３通端

Ｂ－１６Ｂ－１５

３－Ｄ１９

７
５
０

中　央

３５０

７
５
０

中　央

３５０

７
５
０

中　央

３５０

７
５
０

中　央

３５０

７
５
０

Ｙ２通端中　央Ｙ１通端

３５０

４－Ｄ１９

６－Ｄ１９

２－Ｄ１９ ４－Ｄ１９

Ｙ２通内端Ｙ３通外端

Ｂ－１４

６－Ｄ１９

５－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｘ１０・Ｙ１通端Ｘ８・Ｙ２通端

Ｂ－１３

５－Ｄ１９

５－Ｄ１９

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

４－Ｄ１９

Ｘ５通端Ｘ３・Ｘ７通端

Ｂ－１２

６－Ｄ１９

２－Ｄ１９

Ｂ－１１

６－Ｄ１９

Ｙ２通端Ｙ３通端

Ｂ－１０

５－Ｄ１９

５－Ｄ１９２－Ｄ１９

Ｂ－９

Ｄ１０＠１５０

３－Ｄ１９

７
５
０

中　央

３５０

３－Ｄ１９

２－Ｄ１９ ３－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０

７
５
０

中　央

３５０

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０Ｄ１０＠１５０Ｄ１０＠１５０

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０

７
５
０

中　央

３５０

６－Ｄ１９ ３－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０

３－Ｄ１９

７
５
０

Ｙ２通端中　央Ｙ１通端

３５０

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

２－Ｄ１９

２－Ｄ１９ ３－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０

７
５
０

中　央

３５０

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０

３－Ｄ１９

７
５
０

Ｙ２通端中　央Ｙ１通端

３５０

３－Ｄ１９

５－Ｄ１９

３－Ｄ１９

２－Ｄ１９

２－Ｄ１９

Ｙ３通端

Ｂ－８

５－Ｄ１９

５－Ｄ１９

６－Ｄ１９

内　端外　端

Ｂ－７

５－Ｄ１９

３－Ｄ１９

２－Ｄ１９４－Ｄ１９

Ｘ８通端Ｘ７通端

Ｂ－６

６－Ｄ１９

５－Ｄ１９

４－Ｄ１９

Ｘ５通端Ｘ３・Ｘ７通端Ｘ３・Ｘ７通端

Ｂ－５

３－Ｄ１９

２－Ｄ１９

２－Ｄ１９

Ｘ２・Ｘ８通端

Ｂ－４

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０

７
５
０

Ｙ２通端中　央

３５０

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

７
５
０

中　央

３５０

３－Ｄ１９３－Ｄ１９

７
５
０

中　央

３５０

３－Ｄ１９３－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０

３－Ｄ１９

７
５
０

中　央

３５０

３－Ｄ１９

４－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０

７
５
０

中　央

３５０

３－Ｄ１９

６－Ｄ１９

４－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠１５０

３－Ｄ１９

Ｂ－３

７
５
０

６
０
０

Ｙ２通端中　央Ｙ１通端

３５０

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｂ－１

Ｄ１０＠１５０

５－Ｄ１９

３－Ｄ１９

３００

３－Ｄ１９

中　央端　部

３－Ｄ１９

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

符　　　号

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

符　　　号

スタラップ

下　端　筋

上　端　筋

位　　　置

符　　　号

位　　　置

符　　　号

位　　　置

小梁リスト

特記事項

練馬区立東京中高年齢労働者福祉センター

1/40

耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

１３

図 面 番 号

Ｓ

総括 担当 製図

小梁リスト（既設）(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

施　工 昇和・春日建設共同企業体



７５０７５０
３７５３７５３７５３７５

７
５
０４
０

０
３

５
０７
５
０４
０

０
３

５
０７
５
０４
０

０
３

５
０７
５
０４
０

０
３

５
０７
５
０４
０

０
３

５
０７
５
０４
０

０
３

５
０

７５０７５０７５０７５０
３７５３７５３７５３７５３７５３７５３７５３７５

７
５
０４
０

０
３

５
０

７５０
３７５３７５

主　筋　18-D25 主　筋　18-D25 主　筋　18-D25 主　筋　18-D25 主　筋　18-D25 主　筋　18-D25 主　筋　18-D25

ﾌｰﾌﾟ D13@100

主　筋　8-D22

２００

５
０

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10X1

X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

８
０
０

８００
３５０４５０

８００
３５０４５０

８００８００

８００ ８００
４００４００４００４００

８００８００
４００４００４００４００

８００６００

８００
４００４００

８００
４００４００

８００
４００４００

８００
４００４００

８００
４００４００

８００
４００４００

８００
４００４００ ３５０４５０４００４００４００４００４００

８
０
０

３
５
０

４
５
０

４
０
０

４
０
０

８
０
０

８
０
０

８
０
０

３
５
０

４
５
０

４
０
０

４
０
０

４
０

０
４
０
０

８
０
０

４
０

０
４
０
０

８
０
０

４
５

０
３

５
０

８
０
０

４
５

０
３

５
０

８
０
０

４
５

０
３

５
０

８
０
０

８
０
０

８
０
０

８
０
０

３
５
０

４
５
０

８
０
０

８
０
０

８
０
０

３
５
０

４
５
０

４
０
０

４
０
０

４
０

０
４
０
０

４
０
０

４
０
０

４
０

０
４
０
０

４
５

０
３

５
０

主　筋　14-D22
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耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

１４

図 面 番 号

Ｓ

１階柱（柱脚）リスト（既設）(しゅん功図)

昇和・春日建設共同企業体施　工

平成　２５　年　３　月
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耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

１５

図 面 番 号

Ｓ

１階柱（柱頭）リスト（既設）(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

施　工 昇和・春日建設共同企業体
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耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

１６

図 面 番 号

Ｓ

２階柱リスト（既設）(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

施　工 昇和・春日建設共同企業体
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耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

１７

図 面 番 号

Ｓ

３階柱リスト（既設）(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

施　工 昇和・春日建設共同企業体
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2 - D16

D10 @200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10 @200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

１８０

１８０

D10 @200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

１８０１５０

D10 @150 ｼﾝｸﾞﾙ

D10 @150 ｼﾝｸﾞﾙ

Ｗ２５０Ｗ２００Ｗ１８０Ｂ

Ｗ１８０Ａ

2 - D192 - D19開口部縦横筋

横　筋

縦　筋

2 - D19

2 - D191 - D131 - D13開口部縦横筋

横　筋

縦　筋 支持層

杭　使用材料断　面

符　号

Ｗ１８０Ｗ１５０

D10 @200 ｼﾝｸﾞﾙ

D10 @200 ｼﾝｸﾞﾙ

１２０

Ｗ１２０

壁リスト

断　面

符　号

スラブリスト

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃

    D10 @250

    D10 @250

〃

〃

〃

〃

    D10 @250

    D10 @250

〃

〃〃

〃

    D10 @200

    D10 @200

〃    D10 @200

    D10 @200

〃

〃〃

〃

    D10 @200

    D10 @200

〃

〃

    D10 @200

    D10 @200

〃

〃

〃

〃

〃

    D13 @200

    D13 @200

〃

〃

    D13 @200

    D13 @200

〃 〃

〃〃

〃

〃

    D13 @200

    D13 @200

    D13 @200

    D13 @200

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

下端筋

下端筋

下端筋

下端筋

下端筋

上端筋

上端筋

上端筋

上端筋

上端筋

２００

１３０

１３０

１５０

２００

ＤＳ－　３

ＤＳ－　２

ＦＳ－　１

ＤＳ－　１

ＦＳ－　２

D10,D13 @200

D10,D13 @200

    D10 @250

    D10 @250

D10,D13 @200

D10,D13 @200

    D10 @200

    D10 @200

    D10 @200

    D13 @400

    D10 @400

D10,D13 @200

D10,D13 @200

    D13 @400

    D10 @400

    D13 @200

D10,D13 @200

    D10 @400

    D10 @400

D10,D13 @200

D10,D13 @175

    D13 @350

    D10 @400

    D10 @350

    D13 @175

    D10 @250

    D10 @500

    D10 @500

    D10 @250

    D10 @200

    D10 @200

    D10 @200

    D10 @200

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @200

    D10 @400    D10 @200

    D10 @200

-----

    D10 @400

D10,D13 @200

    D10 @200

    D10 @200

D10,D13 @200

-----

    D10 @400

    D13 @200

    D10 @200

-----

    D10 @400

    D10 @200

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @200

    D10 @400

-----

-----

    D10 @400

D10,D13 @200     D10 @250

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @200

    D10 @400

    D10 @400

    D10 @200

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @200

    D13 @400

    D10 @400

D10,D13 @200

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @250    D10 @500

    D10 @250-----

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @200    D10 @400

    D10 @200

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @500

    D10 @500

    D10 @250

D10,D13 @200     D10 @250

    D10 @250

    D10 @400

D10,D13 @200

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @500

    D10 @500

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @200

    D10 @400

    D10 @400

    D10 @200

下端筋

下端筋

下端筋

下端筋

下端筋

下端筋

下端筋

下端筋

下端筋

下端筋

下端筋

上端筋

上端筋

上端筋

上端筋

上端筋

上端筋

上端筋

上端筋

上端筋

上端筋

上端筋

１３０

１３０

１３０

１３０

１３０

１３０

１３０

１３０

１３０

１３０

１３０

Ｓ－　Ｂ

Ｓ－　Ａ

Ｓ－１０

Ｓ－　９

Ｓ－　８

Ｓ－　７

Ｓ－　６

Ｓ－　５

Ｓ－　４

Ｓ－　３

Ｓ－　１

Ｓ－　２

    D10 @250

    D10 @250

    D10 @200

    D10 @400    D10 @200

    D10 @400

    D10 @250

    D10 @250    D10 @200

    D13 @400

    D10 @200

D10,D13 @200
１３０

上端筋

下端筋

中　央端　部 端部・中央

柱列帯柱　間　帯

長辺方向短辺方向

柱　間　帯

中　央

柱列帯

端部・中央端　部

版厚符　号

１
,
５

０
０

杭リスト

　　　　　　　ＳＤ３５　杭主筋

鉄　筋　　　　ＳＤ３０　フープ筋

コンクリート　Ｆｃ２１０

４
５

ｄ

Ｄ２２＠２０００
補強リング

基礎下端

１００

５
０

０

（
杭

頭
は
つ
り
部

分
）

２
０
０

０
か
つ

杭
径
の
２
倍

以
上

フ
ー

プ
Ｄ

１
３
＠

１
０
０

フ
ー

プ
Ｄ

１
３
＠

２
０
０

１,３００１,２００１,１００１,０００９００８００ １,４００

２６－Ｄ２５２４－Ｄ２５２０－Ｄ２５１６－Ｄ２５１６－Ｄ２５１６－Ｄ２２

φ１４００

２、８００２、６００２、４００２、２００２、０００ ２、０００

Ｄ１３＠１００Ｄ１３＠１００Ｄ１３＠１００Ｄ１３＠１００Ｄ１３＠１００Ｄ１３＠１００

２、０００

Ｄ１３＠１００

杭頭部

１２－Ｄ２２

フープ

主　筋

断　面

符　号 φ１３００φ１２００φ１１００φ１０００φ９００φ８００

練馬区立東京中高年齢労働者福祉センター

1/40

耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

１８

図 面 番 号

Ｓ

杭リスト・スラブリスト・壁リスト(既設)(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

施　工 昇和・春日建設共同企業体



WPL-12

WPL-12WPL-12

WPL-12

AC

B

ハイブリット　キープラン

D

スプライスPL継手部（座屈止め材）　1:10

35 40 35 10

2
5

2
0
0

2
5

G部スプライスPL継手部（枠材）　1:10

4
0

4
0

6
0

230

スプライスPL継手部（ブレース）　1:10

40 55 40 10

3
5

1
8
0

3
5

5
0

5
0

8
0

280

390

40

6
0

40 50 40 10

4
0

1
7
0

4
0

5
0

5
0

7
0

270

570

40

テーパー付座金板

外側

WPL-12 40° 30°

内側

※ ガセット構造部と溶接部適用

1
2 1
1

K部

外側

WPL-16 60°

内側

※ ガセット構造部と溶接部適用

1
6

1
4
.5

[-250x90x11x14.5

D部 断面 L部

外側 内側

12

4
5°

12

H-250x250x9x14

WPL-6

[-250x90x11x14.5

H-250x250x9x14

H-250x125x6x9

250

50 50150

90

40 50

125

2

2

60 730 60

850

5
0
0

6
0

60

500

75

9
0

2
0

a

a

WPL-12

FPL-16

WPL-9

30

4
90

1
0

218 16

250

16

4
90

10

WPL-9

R35

FPL-16

30

510

10

5
10

10

30

75

WPL-12

30

218 16

250

16

WPL-12

FPL-16

218 16

250

16

4
4
0

10

WPL-12

FPL-16

75

3
73

21
8

1
6

2
5
0

1
6

30010

A部　断面　1:20 B部　断面　1:20 C部　断面　1:20

a-a矢視図

75

b-b矢視図

c-c矢視図

b

b

c

c

d d

30

30

G

L G

G

K

G

G

G

9
0

1
0

9010

FPL-16

70

9
0

10

WPL-12

FPL-16

e

e

218 16

250

16

36
3

1
0

WPL-12

FPL-16

e-e矢視図

d-d矢視図

K

WPL-12 FPL-16

K[-250x90x11x14.5

[-250x90x11x14.5

[-250x90x11x14.5

[-250x90x11x14.5

[-250x90x11x14.5

2

[-250x90x11x14.5

練馬区立東京中高年齢労働者福祉センター

N/S

耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

１９

図 面 番 号

Ｓ

2PL-6x200x230

H.T.B 6-M16 ×2本

PL-9x250x390

H.T.B 6-M22 ×4本

2PL-9x100x390

2PL-6x180x280

H.T.B 4-M22 ×2本

2PL-9x170x270

H.T.B 4-M20 ×2本

2PL-16x90x570

H.T.B 5-M20 ×4本

ブレース架構詳細図(H-250×250×9×14)(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

施　工 昇和・春日建設共同企業体



立面図・断面図

B-B 断面詳細図

ｔ
1

約
 
20

0

SL 梁天端

SL 梁天端

6φ（全周）

6
φ

（
全

周
）

6φ（全周）

ｔ1　：　新設壁の壁厚を示す

2

125d以上
ＰＰ 〃〃

1
2

1

2
1

2

ＬＣ

目荒し

目荒し

スパイラル筋

スパイラル筋

ス
パ

イ
ラ

ル
筋

接着系アンカー筋

接着系アンカー筋
壁筋

接着系アンカー筋

ｔ1

Ａ

Ａ

A-A 断面詳細図

ＢＢ

スパン長さ

無収縮モルタル

壁筋

接着系アンカー筋

壁筋

スパン長さ

内
法

高
さ

梁
成

階
高

接着系アンカー筋

接着系アンカー筋

詳細図

既存柱

平面図

ｔ
1

約
 2

0
0

ｔ1

ｔ1

1
2

1 2

横筋

縦筋

ＰＰＰ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

巾止め筋 D10 タテ・ヨコ @1000

接着系アンカー筋・ナット付

接着系アンカー筋・ナット付

目荒し

スパイラル筋　6φ

スパイラル筋　6φ

5d 以
上

以上
5d

既存柱

既存梁

　：　新設壁の壁厚を示す

21

　　１．補強壁に接する梁面、柱面は全て目荒しを行う。

（注記）

壁筋

1
2

接着系アンカー筋・ナット付

接着系アンカー筋・ナット付
目荒し

スパイラル筋　6φ

断面図

スパイラル筋 6φ

目荒し

既存梁

接着系アンカー筋の埋め込み深さ及び定着長さの定義

ｄ1e －＝

2        ：　定着長さ

1        ：　埋込み深さ（孔深さ）

e　　　　：　有効埋込み深さ（計算上での埋込み深さ）

1

e

2

2

45ﾟ

回転・打撃式（耐震補強用）

（ナットなし）
ｄ

（ナット付）

　ｄ　　：　アンカー筋の外径

アンカー筋の寸法と形状

e

2

６６０

５７０

４８０

３９０

３００

４４０

３８０

３２０

２６０

２００

１５４

１３３

１１２

　９１

　７０

Ｄ２２

Ｄ１９

Ｄ１６

Ｄ１３

Ｄ１０

(ナットなし)

30d以上

(ナット付き)

20d以上

ＲＣ

30d以上20d以上

 7d以上

定着長さ

(mm)

(mm)

有効埋込み

ｄ

呼び名

補強例

アンカー筋

２４０１９０１４０１２０９０

スパイラル筋の重ね継手は、２巻以上とする。

スパイラル筋 6φ

６φ

径

ピッチ

３００２５０

５０

２００１８０１５０

スパイラル

径

ピッチ

壁厚

スパイラル筋

ダブル配置

はしあき(5d以上) ピッチ(7.5d以上かつ30cm以下)

(2.5d以上かつ主筋の内側)
へりあき

既存柱

アンカー筋の間隔

無収縮

約
 2

0
0

約
 2

00

レイタンス除去後水湿し

ウレタン系コーキング（速乾性）

空気抜き

無収縮モルタル圧入口

無収縮モルタル圧入要領コンクリート打設要領

普通コンクリート

セバレーター

コンクリート投入口

施工

モルタル圧入壁補強

７０

１２０

深さ

6φ（全周）

スパイラル筋

シングル配置

はしあき(5d以上) ピッチ(7.5d以上かつ30cm以下)

(2.5d以上かつ主筋の内側)
へりあき

既存柱

ゲージ（5.5d以上） 外部振動機等による叩き締め

型枠 型枠

巾止め筋 D10 タテ・ヨコ@1000

普通コンクリート

縦筋

横筋

無収縮
モルタル圧入

13
5ﾟ
フ
ッ
ク

9
0
ﾟ
フ

ッ
ク

4
d
程
度

d

4d
程
度

D=3d～2d

巾止め筋
D10 タテ・ヨコ@1000

A 部
A 部

巾止め筋 D10 タテ・ヨコ@1000

1

練馬区立東京中高年齢労働者福祉センター

N/S

耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

２０

図 面 番 号

Ｓ

新設鉄筋コンクリート造耐震壁標準図(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

施　工 昇和・春日建設共同企業体



G-16

FG-1

▽GL

1
0
0

4
,
5
00

▽1FL

4
0

9
5
0

3,
7
1
0

1
,
80
0

△梁天端

▽2FL

▽梁下端

▽梁天端

▽梁下端

Y3 Y4

F5 F2

B

B

X9X8

X8

X9

F5

F2

CL

LC

8
00

4
0
0

1
8
0

シアコネクタ
縦横 D10@500

RCW1

接着系アンカー
1-D19@150

スパイラル筋
6φ×140-@50(全周)

無収縮モルタル圧入

1
5
5

5
7
0

155 570

アンカー有効埋込み長 アンカー定義長

2
0
5

225

155 570

3
8
0

2
0
0

18
0

接着系アンカー
1-D19@150

接着系アンカー
1-D19@150

シアコネクタ
縦横 D10@500

壁筋 縦横共
2-D13@150

スパイラル筋
6φ×140-@50(全周)

5,500

4,650

450350

800

450 350

800

C部詳細図 

C 部

接着系アンカー
1-D19@150

F5

FG-1 FG-1

AA

1
,
00
0

床撤去範囲

1,000

X9X8

▽1FL

床
躯
体

 
撤
去

範
囲

80
1
1
0

1/50

工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

２１

図 面 番 号

Ｓ

ＲＣ増打壁補強詳細図 (1階 X9通 Y3-Y4軸)　S=1:50

A-A断面詳細図 

B-B断面詳細図 

C部 詳細図

床ハツリ範囲

F5

FG-1 FG-1

G-8
G-10

X9

800

X8

400

400

180

接着系アンカー
1-D19@150

無収縮モルタル圧入

壁筋 縦横共
2-D13@150

200

380

スパイラル筋
6φ×140-@50(全周)

1
5
5

57
0

2
0
0

シアコネクタ
縦横 D10@500

片面10dフレア溶接

既存土間配筋

階段室

1,000

C部

▽1FLD10-@250シングル

土間新設配筋
D10-@250シングル

防湿シート

接着系アンカー
1-D19@150

土間新設配筋
D10-@250シングル(40d以上)

110 80

スパイラル筋
6φ×140-@50(全周)

壁筋 縦横共
2-D13@150

練馬区立東京中高年齢労働者福祉センター

耐震補強および大規模改修工事

▽1FL

片面10dフレア溶接 防湿シート

既存土間配筋
D10-@250シングル

土間新設配筋
D10-@250シングル

土間新設配筋
D10-@250シングル(40d以上)

1,000

床躯体 撤去範囲

撤去

壁補強詳細図－１(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

昇和・春日建設共同企業体施　工



800

X2

G-1

B

B

AA

X1

X2

F3
F1

CL

LC

Y2Y1

7,500

▽梁下端

▽梁天端

▽梁下端

▽2FL

△梁天端

1
,
80
0

3,
7
1
0

9
5
0

4
0

▽1FL

4
,
5
0
0

1
0
0

▽GL

G-15

FG-1

F3

F1

1
5
0

4
0
0

8
0
0

400

6,650

150

接着系アンカー
1-D19@150

接着系アンカー
1-D19@150

無収縮モルタル圧入

壁筋 縦横共
2-D13@150

200

350

スパイラル筋
6φ×140-@50(全周)

無収縮モルタル圧入

スパイラル筋
6φ×140-@50(全周)

壁筋 縦横共
2-D13@150

1
5
5

57
0

2
0
0

1
5
5

5
7
0

155 570

2
0
5

175

155 570

3
5
0

1
50

2
0
0

接着系アンカー
1-D19@150

壁筋 縦横共
2-D13@150

スパイラル筋
6φ×140-@50(全周)

シアコネクタ
縦横 D10@500

シアコネクタ
縦横 D10@500

400 400450350

800800

4
0
0

1
5
0

RCW2

アンカー有効埋込み長 アンカー定義長

接着系アンカー
1-D19@150

床撤去範囲

外 部室 内 部

片面10d
フレア熔接

開口周辺 巾300 ハツル。

既設壁配筋
タテ：D10@150
ヨコ：D10@150

閉塞用新設壁配筋
タテ：D10@150
ヨコ：D10@150

開口閉塞（2か所）補強詳細図 

1
,
0
0
0

床
躯

体
 
撤
去

範
囲

300 300

X3 X2

1,000

▽1FL

80
1
1
0

110 80

練馬区立東京中高年齢労働者福祉センター
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耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

２２

図 面 番 号

Ｓ

A-A断面詳細図 

B-B断面詳細図 

C部 詳細図

床ハツリ範囲

ＲＣ増打壁補強詳細図 (1階 X2通 Y1-Y2軸)　S=1:50

接着系アンカー
1-D19@150

F1

X 3 X2

FG-1

400

スパイラル筋
6φ×140-@50(全周)

接着系アンカー
1-D19@150

シアコネクタ
縦横 D10@500

既存土間配筋

片面10dフレア溶接

外 部室 内 部

1,000

▽1FL

D10-@200ダブル(上下)

土間新設配筋
 D10-@200ダブル(上下)

後打コンクリート

防湿シート

土間新設配筋
 D10-@200ダブル(40d以上)

C部

▽1FL

土間新設配筋
 D10-@200ダブル(40d以上)

土間新設配筋
 D10-@200ダブル(上下)

既存土間配筋
D10-@200ダブル(上下)

片面10dフレア溶接 防湿シート

後打コンクリート

1,000

床躯体 撤去範囲

壁補強詳細図－２(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

施　工 昇和・春日建設共同企業体



F4

G-19

FG-1
F6

Y 1 Y2

7,500

4
,5
0
0

1
0
0

▽2FL

▽1FL

4
0

9
5
0

3
,
7
1
0

1
,
8
0
0

△梁天端

▽梁下端

▽梁下端

▽梁天端

800 800

CL

▽GL

1,500

WPL-9

FPL-16

H-
25
0x
25
0x
9x
14

H-250x125x6x9

[
-
2
5
0
x
90
x
1
1
x
1
4.
5

610

410

46.42°

4
1
0

6
1
0

頭付き
スタッド

割フープ

G部

ダブル
19φ200

D10@100 D13@200

16φ200
ダブル

N部

（1Ｆ）

4,3961,127
(G部) (N部)

1,127

1
,1
2
7

2
,
5
8
3

2,2002,2502,200

(G部) (N部)(N部)

(
N
部
)

(
G
部
)

(G部)

1
,1
2
7

2
,
5
8
3

(
G
部
)

(
N
部
)

(N部)

(G部)

(G部)

(N部)

(G部)(N部)

F.PL-16

W.PL-12

目荒し

軸筋

4-D10
D13@200

F.PL-16

W.PL-12

X10

X9
FG-1

A A

F4
F6

B

B

軸筋

4-D10

27
5

頭付スタッド軸筋 4-D10

接合鋼板 PL-12

F.PL-16

W.PL-12

エポキシ樹脂注入

無収縮モルタル圧入

-250×90×11×14.5

2,200

(N部)

2,250

(G部)

2,200

(N部)

LC

D10@100

WPL-12

FPL-16

頭付スタッド

接着系アンカー 1-D19@300

WPL-12

エポキシ樹脂　t=10

接合鋼板　t=12

接着系アンカー D19@300頭付スタッド

接着系アンカー D19@300

頭付スタッド

接着系アンカー 1-D19@300

目荒し

BR1

割フープ筋(N部)

　　-D13@200

割フープ筋(G部)

　　-D10@100

垂れ壁撤去

4
70

新設サッシ

▽CH=3400

▽1FL

室 内 部 外 部

エポキシ樹脂注入

防湿シート D10@300

片面10dフレア溶接
土間新設配筋 D10@200シングル

既存土間配筋

軸方向筋 3-D13
あと施工アンカーD13@300

横筋 D13@300

後打コンクリート
接着系アンカー 1-D19@300

接合鋼板 PL-12
軸筋 4-D10無収縮モルタル圧入

W.PL-12

F.PL-16

-200×90×8×13.5
頭付スタッド

 1-D19@300
接着系アンカー

-200×90×8×13.5

 1-D19@300
接着系アンカー

W.PL-12

F.PL-16

頭付スタッド

▽GL

X9

FG-1

G-8

F6

X10

▽GL

X10X9

D部

15050

80

250

400

250

4
0
0

3
00

275

1,000

1
,
0
0
0

床躯体撤去範囲

1,000

床
躯
体
 
撤
去
範

囲
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工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

２３

図 面 番 号

Ｓ

ブレース補強詳細図 (1階 X10通 Y1-Y2軸)　S=1:50

A-A断面詳細図 

B-B断面詳細図 

D部 詳細図

撤去範囲

練馬区立東京中高年齢労働者福祉センター

耐震補強および大規模改修工事

250

▽1FL

片面10dフレア溶接
防湿シート

土間新設配筋 D10@200シングル

横筋 D13@300
後打コンクリート

軸方向筋 3-D13

既存土間配筋

D10@300

1,000

床躯体 撤去範囲

ブレース補強詳細図(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

昇和・春日建設共同企業体施　工
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工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

２４

図 面 番 号

Ｓ

G-5

G-6A

G-6A

400 350

750

375 375

3,725750

4,500

開口周辺 巾40 
無収縮モルタル圧入 4

0

40

1,000

(新設開口)

1
,
0
0
0

(
新
設

開
口
)

4
0

40

1,000

(新設開口)

1
,
0
0
0

(
新

設
開

口
)

開口周辺 巾40 
無収縮モルタル圧入

既設壁配筋
タテ：D10@150シングル
ヨコ：D10@150シングル

既設壁配筋
タテ：D10@150シングル
ヨコ：D10@150シングル

1,000
(新設開口)

40

開口周辺 巾40 
無収縮モルタル圧入

既設壁配筋
タテ：D10@150シングル
ヨコ：D10@150シングル

A A

X4

3
,8
5
0

▽3FL

▽2FL

4
0

8
5
0

3
,
0
00

9
5
0

△梁天端

▽梁下端

▽梁下端

△梁天端

X5

Y4

3
5
0

4
0
07
5
0

1,000
(新設開口)

40

A-A断面詳細図 

新設開口詳細図 (2階 Y4通 X4-X5軸)　S=1:50

4
0

40

1,000
(新設開口)

1
,
0
0
0

(新
設
開

口
)

開口周辺 巾40 
無収縮モルタル圧入

拡大図

既設壁配筋
タテ：D10@150シングル
ヨコ：D10@150シングル

※鉄筋 錆止め塗付。

W15

練馬区立東京中高年齢労働者福祉センター

耐震補強および大規模改修工事

新設壁開口詳細図(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

昇和・春日建設共同企業体施　工



既存土間配筋 土間新設配筋

DS-1

DS-3

D10-@250シングルD10-@250シングル

600

600

片面10dフレア溶接

既存床鉄筋

200200

新設床鉄筋

開口閉塞

2
0
0

切断した配筋と同等以上の鉄筋を
開口周囲に配筋する。

壁・新設開口・開口閉塞詳細図 (Y0通)　S=1:50

床・新設開口・開口閉塞詳細図 (一般階)　S=1:50

既存床鉄筋

200200

新設床鉄筋

新設開口

2
0
0

片面10d　

フレア熔接

：はつり

：閉塞
※鉄筋 錆止め塗付。

既存壁　W15：D10-@200Wたてよこ

既存壁鉄筋

200200

新設壁鉄筋

片面10d　

フレア熔接

開口周辺 巾50
無収縮モルタル圧入

※鉄筋 錆止め塗付。

5
0

新設開口
開口閉塞

2
0
0

：はつり

：閉塞

新設床壁開口補強・開口閉塞補強詳細図

練馬区立東京中高年齢労働者福祉センター

1/50

耐震補強および大規模改修工事
工　事　名

図　面　名

縮　　　尺

２５

図 面 番 号

Ｓ

コンクリートカッター入れ
・土間スラブt130W=600撤去（砕石t150共）

設備配管用　土間スラブ撤去復旧図

既存土間配筋 土間新設配筋

片面10dフレア溶接

D13-@150ｼﾝｸﾞﾙ D13-@150ｼﾝｸﾞﾙ

設備配管用 土間スラブ撤去復旧図(しゅん功図)

平成　２５　年　３　月

昇和・春日建設共同企業体施　工




